
 

 

 

長野市（教育委員会）プレスリリース 

令和５年 11 月８日 

 

 

 

 

 

 

一般市民の方々からの連絡により、これまで直径 32ｍの円墳と認識されていた長野市

篠ノ井塩崎の将軍山古墳が、実は全長 80ｍ級の前方後円墳である可能性がきわめて高い

ことが確認されました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

なお、古墳のある土地の多くが民地となっております。 

取材や古墳見学目的での一時的な立ち入りについてはご内諾いただいておりますが、

植生物の採取や違法な伐採・掘削、ゴミ等の廃棄、煙草を含む火気の使用について、   

くれぐれもお控えくださいますようお願いします。 

 

 

長野市教育委員会文化財課 長野市埋蔵文化財センター 

（課長） 石 坂 陽 子    （所長） 飯 島 哲 也   

電話：０２６－２８４－０００４  FAX：０２６－２８４－０１０６ 

電子メールアドレス： maibun@city.nagano.lg.jp 

市民が前方後円墳を発見！ 

長野市篠ノ井の円墳が、実は前方後円墳であったことが判明しました。 

１ 発見した人   長野市戸隠在住の林部直樹さん、上田市在住の宮澤和彦さん 

２ 古墳の名称   将軍山古墳（四之宮将軍山古墳） 

３ 古墳の場所   長野市篠ノ井塩崎の将軍山・薬師山の山頂 

４ 確認の経緯 

① 令和３年 10月、戸隠在住の林部さんから連絡あり。同月、学芸員が現地確認 

② 令和４年 10月、上田市在住の宮澤さんから電話連絡あり。翌年 1月にも連絡あり 

③ 令和５年３月、学芸員による現地確認 

④ 令和５年５月、有識者（考古学研究者）から意見聴取、前方後円墳の可能性が高いと確認 
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